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第 11 回 沼津市災害ボランティアコーディネーター協会 通常総会 議事録  

 

開催日時 平成 28 年 4 月 3 日（日） 13:00～14:50 

開催場所 サンウェルぬまづ２階 大会議室 

出 席 者 

来賓 名（出席者 沼津危機管理課 2 名、社会福祉協議会 2 名） 

（ご出席）沼津市危機管理課 課長 塩﨑滋 様 

     沼津市危機管理課 主査 岩瀬心一 様 

     沼津市社会福祉協議会 会長 佐野謹爾 様 

     沼津市社会福祉協議会 主任 福田正秀 様 

出席者 37 名＋（委任状提出者 24 名） 

議 事 

第 1号議案 平成 27年度 事業報告及び決算報告 

第 2 号議案 沼津市災害ボランティアコーディネーター協会 規約改正（案） 

第 3 号議案 沼津市災害ボランティアコーディネーター協会 新役員（案） 

第 4 号議案 平成 28年度 事業計画（案） 

第 5 号議案 平成 28年度 予算（案） 

司  会 蜂谷宏和                                           （以下敬称略） 

議  長 蜂谷宏和 

配布資料 

『第 11 回 通常総会資料』 

『沼津市災害ボランティアコーディネーター協会。規約』 

『沼津市災害ボランティアコーディネーター協会・規約（新旧の比較）』 

書 記 福島治男 

・開会の辞 副会長 田中功 

・出席人数の確認 

 会員数 75名に対して出席者 36名、委任状提出者24名、よって規約 第６条の２の定足数過半数を満たしますの

で、総会は成立します。（この後に途中参加者 1名あり、合計 37 名） 

・会長挨拶 沼津市災害ボランティアコーディネーター協会会長 石田真 

 今年度は 8 月の災害ボランティア本部運営訓練を中心に、会員の誰もが本部業務を確実にこなせるようになるこ

と、また災害ボランティア本部設置場所の検討も進めてまいります。これら活動には沼津市危機管理課様、沼津市

社会福祉協議会様と連携して進めてまいります。今後ともよろしくお願いいたします。 

・来賓の挨拶 

沼津市危機管理課 課長 塩﨑様 

 災害復興における人的資源はとても大切であり、それには 2 つあると思います。一つは地域住民、そしてもう一つ

がボランティア。阪神淡路大震災でも、地域住民による救助が大きな成果を挙げました。またこの地域住民を支える

ボランティアも大切な存在であり、両者のマッチングを行う VCの役割はとても重要です。今後も連携してVCの育成

強化にご協力下さいますようお願いいたします。 

沼津市危機管理課 主査 岩瀬様 

  来るべき災害に備えるためには、VC,社協、行政それぞれの顔が見える関係を築いておくことが大切だと感じて

おります。今年度も様々な行事を通じてお話ができればと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

沼津市社会福祉協議会 会長 佐野様 

 先日の和歌山で起きた地震について専門家の方から「東海地震の前兆」との声を聞きました。災害はいつ起きて

もおかしくない状況かと思います。また福島ではいまだに帰宅できない方が数万人おります。このような方々に真心

をもって接して頂けたらと思います。社協として VC も活動を支援し、また社協としても頑張ってまいります。今後とも

よろしくお願いいたします。 
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沼津市社会福祉協議会 主任 福田様 

 10 年ぶりに地域福祉係に戻ってきましたが、その頃から顔見知りの方も多くいらっしゃいます。これは「継続は力な

り」皆さまが多くの活動をされている証拠かと思います。これからも多くの方と顔の見える関係を築きたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

議案内容 

議案内容は以下の通り。各議案内容については、添付資料を参照 

なお議事録記載の「Q」は質問事項、「O」は意見、「A」は回答、「P」はページを示します。 

 

第 1 号議案 

平成 27 年度 沼津市災害ボランティアコーディネーター協会 事業報告（P2） 

 田中副会長より、平成 27年度の事業報告がありました。 

 Q なし 

議決にて、「規約第 6条の２ 定足数、表決」を満たし、承認されました。 

平成 27 年度決算報告（P3） 

 庄司会計より決算報告がありました。 

 Q なし 

議決にて、「規約第 6条の２ 定足数、表決」を満たし、承認されました。 

 

第 2 号議案 

沼津市災害ボランティアコーディネーター協会 規約改正（Ｐ４、添付資料） 

 石田会長より規約改定に関する以下の説明がなされました。 

 協会発足から 10 年が経過したこともあり、また他団体の規約も比較して、今回の見直しを行いました。 

 第 2 条の目的、第 3条の事業は、分かり易く表記しました。 

 第 6 条、第 10条、第１４条、第 16 条は新規追加、現行の１５条、16 条は細かすぎる点が指摘されており、適正化 

 いずれも定例会でも報告済みです。また所在地も修正しました。 

Q なし 

議決にて、「規約第 6条の２ 定足数、表決」を満たし、承認されました。 

 

第 3 号議案 

沼津市災害ボランティアコーディネーター協会 新役員（Ｐ５） 

高良副会長より新役員についての報告がありました。また未定となっている研修委員、情報委員の各副会長につい

ては、5 月末までに各委員会にて選出するとの報告がありました。 

Q なし 

議決にて、「規約第 6条の２ 定足数、表決」を満たし、承認されました。 

 

第 4 号議案 

平成 28 年度沼津市災害ボランティアコーディネーター協会 事業計画（Ｐ６） 

石田会長より、平成 28 年度の事業計画が報告され、以下の質疑、応答がありました。 

Ｑ１：定例会の日程が決まっていれば展開下さい。早く予定が分かっていれば参加者も増えると思います。 

Ａ１：5/8（日） 6/12（日）、7/10（日）、8/7（日）、9/11（日）  

  災害ボランティアコーディネーター養成講座 6/25（土）、26（日） 9:30～17:00 

災害ボランティア本部運営訓練 8/21（日） 
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Ｑ２：5 月の自治会向けのＶＣはまゆうＰＲ活動について具体的に教えて下さい。 

Ａ２：昨年8月の訓練にて、自治会へのＰＲ不足を感じたことへの対応です。具体的には5/20の連合自治会常任委

員会に向けて、ＶＣはまゆうを紹介する資料を提出します。 

議決にて、「規約第 6条の２ 定足数、表決」を満たし、承認されました。 

 

第 5 号議案 

平成 28 年度 沼津市災害ボランティアコーディネーター協会 予算（Ｐ７） 

石田会長より、平成 28 年度の予算の報告があり、質疑、応答がありました。 

Ｑ３：慶弔費が０になっているが、どうなるか分からないと思います。備考として項目間の流用を認めておくべきでは

ないでしょうか？ 

Ａ３：ご指摘の通り、備考に項目間の流用を認める様にいたします。 

Ｑ４：予算が前年度に比べて 30 万円ほど減っている。過去の増減について教えて下さい。 

Ａ４：昨年度は10周年記念イベントを行い、これに伴う支出がありました。また前年度予算は約20万円の増加してお

ります。よって今年度は前々年度並みの予算になっています。 

議決にて、「規約第 6条の２ 定足数、表決」を満たし、承認されました。 

 

その他 

Ｑ５：10 年も経過している割に会員数は少ないのではないでしょうか？ 

Ａ５：まず周囲のＶＣと比較すると沼津はまだ会員数は多いほうです。これは毎年養成講座を開催していることが要

因かと思います。会員数を増やすことの問題意識は、会長としても認識しており、そのためには会の活性化が大切

だと感じております。この課題については定例会の中でも取り上げてきております。またＶＣはまゆうは趣味の団体と

違い、楽しむことが目的ではなく、使命があるという団体です。その中に楽しみを見つけていくことが必要かと思いま

す。まずは定例会への参加、参加できなければブログに議事録を掲載しているので見てください。各自が受け身で

はなく、自発的な活動ができるようになることが必要かと思います。また提案があれば是非お寄せ下さい。 

 

Ｑ６：私は災害時に地域の人たちの力になりたいと思い、養成講座を受講しましたがＶＣの役割は、私が想像してい

たものとは違うと感じております。ですが実際の災害時に備え、様々な被災者を支援する備えを、危機管理課を含

めてしていくことはできないでしょうか？そんな事業計画があれば、是非参加したいと思います。 

Ａ６：地域支援について昨年度は、門池地区の避難所運営訓練に参加しました。また今年度は各自治会との訓練を

計画しております。8月の訓練に向けて、検討を進めていきます。 

 

以上 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 


